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資料４





現場に行って対話する
（小さな越境）

大切にしていること



市長の
経営視点

気づいたこと

職員の
現場視点

現場視点過ぎてもダメなんだ...



クラウドの導入



生成AIは行政の
ゲームチェンジャー

体感していること



01 膨大な時間的コスト

議事録作成に時間を費やし、
コア業務の時間を奪っている

担当者のスキルに左右され、
重要な情報が抜け落ちる
リスクがあった

意思決定や次の行動に移るま
でに時間がかかっていた

従来の議事録作成が抱える「３つの課題」

02 03 アクションの遅延品質のばらつき

スモールスタート



生成AIの活用

AIが議事録の要約やタスクの自動抽出を行い、作成時間
の大幅な短縮と精度の向上を実現する業務改革。
これにより、職員はより戦略的な業務に集中できる。

議事録BPR
Gemini



圧倒的な成果

議事録の作成時間

職員の心理的負担 大幅減

情報共有速度 大幅改善



生成AIの活用

資料をAIが効率的に整理・分類し、
迅速な情報アクセスを実現する

NotebookLM
AIノート



業務をなくすことが
１番のトランスフォーメーション

組織の共通言語



子育て世帯向け
生成AIワークショップ



デジタルや生成AIも
結局は人の問題

今後の方向性



デジタル改革共創PF

自治体職員、政府機関職員であれば参加可能

LGWAN環境でも利用可能



共創(競争)を体感



お互いを理解しながら課題解決や
新たな価値を創造すること

対話の習慣が必要不可欠

共創とは



岐阜県内の共創文化を、
ここから広める。


